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【講演の様子】           【意見交換の様子】              

 

 広島県指導農業士会では、「社会保険制度の適用拡大」や「外国

人雇用の労務管理」に関する最新の情報を学ぶため、令和８年 10

月８日に研修会および意見交換会を開催しました。  

講師には社労士法人たんぽぽ会の正岡先生をお迎えし、県内の

指導農業士のほか、農業経営者や農業技術指導所の職員も参加し

ました。  

 研修では、今後段階的に進む社会保険制度の改正に伴い、対象

者の早期洗い出しや準備が重要との説明がありました。さらに、

正岡先生からは改正内容に加えて、主な相談窓口の紹介もあり、

非常に有益な研修となりました。  

また、意見交換会では参加者同士が改正内容に関する理解を深

めるとともに、雇用管理に関する悩みや課題を共有し、解決に向

けた意見交換が行われました。  

参加者からは、「制度改正に関する具体的な内容が分かり、今後

の準備に役立った」、「継続して同様の研修会を開催し、学ぶ機会

を設けてほしい」との声が寄せられました。  

 



広島県指導農業士会では、引き続き、制度の改正に伴う最新情

報も積極的に収集しながら、新たな担い手の確保・育成及び地域

農業の発展に向けて活動していきます。  


